
 
 
 
 
 

    

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

発
行
の
遅
れ
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に
、
徒
（
い
た
ず
ら
）
に
時

を
過
ご
し
て
し
ま
う
の
が
、
ル
ー
テ
ィ
ン
、
い
つ
も

と
変
わ
ら
な
い
日
常
、
悪
し
き
習
慣
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。 

過
日
、
衣
替
（
こ
ろ
も
が
え
）
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。 

立
夏
と
立
冬
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

夏
装
束
で
の
今
年
初
め
て
の
恒
例
祭
（
こ
う
れ
い

さ
い
）
は
、
福
浦
金
刀
比
羅
宮
（
ふ
く
ら
こ
と
ひ
ら

ぐ
う
）
の
例
祭
で
し
た
。 

五
月
の
第
三
土
曜
日
、

日
曜
日
に
か
け
て
斎
行
（
さ
い
こ
う
）
さ
れ
て
い
ま

す
。 

本
来
は
、
五
月
十
日
が
、
祭
礼
日
（
さ
い
れ

い
び
）
で
あ
り
ま
し
た
が
、
お
神
輿
（
み
こ
し
）
巡

幸
（
じ
ゅ
ん
こ
う
）
等
の
祭
典
厳
修
（
さ
い
て
ん
げ

ん
し
ゅ
う
）
に
鑑
（
か
ん
が
）
み
て
、
二
度
の
日
程

変
更
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

一
度
目
は
、

先
々
代
八
十
二
（
や
そ
じ
）
宮
司
の
時
代
、
思
い
切

っ
て
十
月
十
日
、
国
民
の
休
日
で
あ
る
「
体
育
の
日
」

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

明
治
気
質
（
か
た
ぎ
）
の

先
々
代
宮
司
を
説
き
伏
せ
た
当
時
の
世
話
人
さ
ん

た
ち
の
祭
り
へ
の
意
気
込
み
に
は
、
感
服
さ
せ
ら
れ

ま
す
。 

よ
う
や
く
、
日
時
の
定
着
化
と
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
国
の
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
構
想
」
と
い

う
施
策
に
よ
り
、「
体
育
の
日
」
が
、
毎
年
異
な
る

事
態
に
み
ま
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

    よ
う
や
く
、
平
成
十
四
年
、
先
代
典
行
（
の
り
ゆ
き
）

宮
司
の
時
代
に
至
っ
て
、
現
在
の
日
時
に
斎
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

と
も
あ
れ
、
祭
礼
日

の
変
遷
は
あ
り
ま
す
が
、
関
係
各
位
の
御
努
力
に
よ

り
、
文
政
十
二
年
（
一
、
八
二
九
）
年
に
御
鎮
座
（
ご

ち
ん
ざ
）
の
百
八
十
七
年
伝
統
の
神
事
が
守
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。 

彦
島
に
は
、
四
月
の
竹
の
子
島
金

刀
比
羅
宮
の
お
神
輿
の
御
巡
幸
を
皮
切
り
に
、
福
浦
、

来
月
の
海
士
郷
恵
比
須
神
社
、
七
月
の
夏
越
祭
、
十

月
の
田
の
首
八
幡
宮
、
六
連
島
八
幡
宮
、
秋
季
例
大

祭
と
七
回
の
御
神
幸
祭
が
あ
り
ま
す
。 

じ
つ
は
、

こ
の
お
神
輿
の
御
巡
幸
の
原
型
と
い
う
の
は
、
聖
武

天
皇
（
し
ょ
う
む
て
ん
の
う
）
様
が
、
東
大
寺
を
お

建
て
に
な
ら
れ
て
、
国
の
象
徴
と
し
て
の
奈
良
の
大

仏
建
立
に
あ
た
る
時
、
こ
れ
を
助
け
る
た
め
に
、
宇

佐
八
幡
神
は
、
屋
根
に
金
色
の
鳳
凰
（
ほ
う
お
う
）

が
輝
く
天
皇
陛
下
の
乗
物
で
あ
る
鳳
輦
（
ほ
う
れ
ん
）

に
乗
ら
れ
て
奈
良
の
都
へ
と
渡
ら
れ
ま
し
た
。 

こ

れ
が
、
千
三
百
年
を
歳
月
を
経
て
、
現
在
に
伝
わ
る
、

お
神
輿
の
起
源
で
あ
り
原
型
で
す
。 
し
た
が
っ
て
、

八
幡
宮
に
御
奉
仕
す
る
私
共
は
、
お
神
輿
の
御
巡
幸

を
大
切
に
守
り
伝
え
る
使
命
が
あ
る
の
で
す
。 

◇
さ
て
、
同
じ
彦
島
の
お
神
輿
の
御
巡
幸
も
、
各
地

で
流
儀
（
り
ゅ
う
ぎ
）
が
若
干
違
い
ま
す
。 

最
初

か
ら
最
後
ま
で
、
伊
勢
音
頭
で
、
お
神
輿
を
練
（
ね
）

る
の
は
、
田
の
首
八
幡
宮
だ
け
で
す
。 

竹
の
子
島

金
刀
比
羅
宮
も
、
伊
勢
音
頭
で
練
る
の
で
す
が
、
お

神
輿
が
、
お
帰
り
に
な
る
と
き
だ
け
で
す
。 

し
か

も
、
同
じ
伊
勢
音
頭
な
の
に
、
節
回
し
が
違
い
ま
す
。

本
家
本
元
の
伊
勢
の
神
宮
の
伊
勢
音
頭
と
も
ち
が

い
ま
す
。 

共
通
な
の
は
、「
ミ
ィ
ー
コ
シ
ジ
ャ 

チ

ョ
ー
サ
ジ
ャ
」
と
い
う
掛
け
声
で
す
。 

こ
の
「
チ

ョ
ー
サ
ジ
ャ
」
は
、
関
西
中
心
の
共
通
の
掛
け
声
と

さ
れ
る
「
ち
ょ
う
さ
や
よ
う
さ
や
」
の
変
形
だ
と
考

え
ら
ま
す
。 

関
東
は
、「
わ
っ
し
ょ
い
」
が
、
主

流
で
す
。 

北
原
白
秋
作
詩
の
童
謡
、
東
京
日
枝
神

社
の
祭
り
が
題
材
で
す
が
、
や
は
り
、「
わ
っ
し
ょ

い
」
で
す
。 

室
町
時
代
ま
で
は
、「
え
い
さ
ら
え

い
さ
」
が
、
全
国
共
通
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

江
戸

時
代
中
期
の
浄
瑠
璃
（
じ
ょ
う
る
り
）
に
、
お
神
輿

の
行
列
に
と
も
な
う
掛
け
声
と
し
て
「
ち
ょ
う
さ
や

よ
う
さ
」
が
、
用
い
ら
れ
、
関
西
中
心
に
広
ま
っ
た

よ
う
で
す
。 

そ
れ
が
、
彦
島
で
は
、
お
国
な
ま
り

も
加
味
さ
れ
て
、「
ミ
ィ
ー
コ
シ
ジ
ャ
ー 

チ
ョ
ウ

サ
ジ
ャ
」
と
定
着
し
た
よ
う
で
す
。 

大
切
に
後
世

に
伝
え
た
い
伝
統
の
掛
け
声
で
す
。 

熊
本
地
震
発

生
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
一
月
を
迎
え
た
過
日
の
福
浦
金

刀
比
羅
宮
の
お
神
輿
の
ご
巡
幸
も
、
無
事
に
厳
か
に

執
り
修
め
ま
し
た
。 

祭
り
は
、
神
様
と
私
共
が
、

真
に
釣
り
合
っ
て
い
る
状
態
、
神
様
に
お
願
い
を
し

て
、
そ
の
約
束
を
反
故
（
ほ
ご
）
に
し
な
い
よ
う
努

力
す
る
こ
と
を
誓
い
、
そ
の
過
程
に
神
様
の
ご
加
護
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を
願
う
の
で
す
。 

必
ず
し
も
、
思
い
描
い
た
結
果

に
至
ら
な
く
て
も
、
今
の
現
状
に
感
謝
を
し
、
前
向

き
な
気
持
ち
に
な
っ
て
生
活
を
す
る
、
こ
れ
こ
そ
が
、

真
に
釣
り
合
っ
て
い
る
「
祭
り
」
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。 

被
災
さ
れ
た
方
々
、「
神
も
仏
も
な
い
」、
な

か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
苦
難
の
日
々
が
続
き

ま
す
。 

寄
り
添
う
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。 

私
共
は
、
当
た
り
前
の
日
常
に
感
謝
し

つ
つ
、
先
月
号
に
も
記
載
し
た
、「
足
る
を
知
る
生

活
」
を
心
が
け
、
き
っ
と
青
空
を
見
上
げ
る
こ
と
が

出
来
る
事
を
信
じ
て
、
そ
の
幸
せ
を
か
み
し
め
つ
つ

生
活
す
る
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 
ご
自
愛
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
四
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
四
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
四
月
一
日 

 
 
 

 

▼
橿
原
神
宮
遥
拝
式
（
よ
う
は
い
し
き
） 

 

＊
四
月
三
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
境
内
社
荒
神
社
（
こ
う
じ
ん
じ
ゃ
）

例
祭 

＊
四
月
九
日 

▼
竹
の
子
島
金
刀
比
羅
宮
例
祭 
 

＊
四
月
九
日
～
十
日 

 
 

▼
舟
島
神
社
例
祭
な
ら
び
に
巌
流
佐
々
木
小
次
郎

剣
客
大
人
命
（
が
ん
流
さ
さ
き
こ
じ
ろ
う
け
ん
き

ゃ
く
う
し
の
み
こ
と
）
慰
霊
祭 

 

＊
四
月
十
六
日 

 
 

 
 
 

 

▼
彦
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭 

 

＊
四
月
十
七
日 

▼
朝
粥
会 

＊
三
月
二
十
一
日 

▼
南
風
泊
（
は
え
ど
ま
り
）
底
引
き
網
組
合
参
拝 

 

＊
四
月
二
十
八
日 

▼
昭
和
祭 

＊
四
月
二
十
九
日 

◇
四
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
維
蘇
志
会
総
会 

＊
四
月
四
日 

 
 

◇
舟
島
神
社
杯
争
奪
と
こ
わ
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会 

＊
四
月
十
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
総
会 

＊
四
月
二
十
四
日 

 
 

◇
奉
賛
会
役
員
会 

＊
四
月
二
十
五
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
山
口
県
神
社
総
代
会
研
修
会 

＊
四
月
六
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
三
役
会 

 

＊
四
月
十
一
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
四
月
十
一
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
幹
事
会 

 

＊
四
月
十
三
日 

 
 

◇
下
関
支
部
聞
く
会
例
会 

 

▼
教
誨
（
き
ょ
う
か
い
）
活
動 

※
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

◇
集
合
教
誨
男
子 

＊
四
月
二
十
五
日 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

◇
花
見
例
会
（
当
宮
） 

＊
四
月
六
日 

◇
例
会 

＊
四
月
十
三
日
、
二
十
日 

 
 

◇
理
事
会 

＊
四
月
二
十
日 

▼
迫
町
自
治
会 

 
 

◇
役
員
会 

＊
四
月
二
十
日 

 
 

◇
組
合
長
会
議 

＊
四
月
二
十
三
日 

▼
そ
の
他 

 
 

◇
西
信
経
友
会
総
会 

＊
四
月
二
十
一
日 


